
40 ―４ 調査結果― 

◆男女共同参画について 

 
問 11 あなたは結婚していますか。（１つに○） 

 
 
 
 
 
 
 
 
「結婚している」は約７割、「結婚していたが、離婚・死別したが」が約２割。 

年代が高いほど「結婚していたが、離婚・死別した」が高い割合となっている。 

 
未既婚の状況は、「結婚している（事実婚を含む）」が 69.6％、「結婚していたが、離婚・死別した」

が 20.2％と、結婚経験者が大半を占めている。一方、「結婚していない」は 9.3％と１割に満たない。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
性別にみると、「結婚している」「結婚していない」のいずれも男性が女性を大きく上回っている。女

性は「結婚していたが、離婚・死別した」が３人に１人の割合を占めている。 
年代別では「結婚していない」は年代が高くなるほど低くなり、「結婚していたが、離婚・死別した」

が高い割合になっている。 
 

【属性別】 

N=1,154

69.6 9.3 20.2 1.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

結婚している（事実婚を含む）

結婚していたが、離婚・死別した

無回答

結婚していない

男性
N=539

女性
N=599

20代
N=120

30代
N=200

40代
N=190

50代
N=217

60代
N=224

70歳以上
N=201

性
別

年
代
別

59.3

12.6

6.5

81.3

33.4

5.2

0.8

0.9

結婚している（事実婚を含む）

結婚していたが、離婚・死別した

無回答

結婚していない

84.0

83.2

45.8

9.0

6.3

4.1

4.0

1.551.2

64.3

80.2

46.7

31.3

10.5

44.8

13.8

7.0

6.7

2.5

0.4

1.8

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 12 あなたにお子さんはいますか。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
子どもがいる割合が８割。 

年代が高いほどいる割合は高く、60 代以上は９割。 

 
子どもの有無は、「子どもがいる（別居・独立を含む）」が 82.4％と大半である。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
性別にみると、「子どもがいる」は、女性が男性を 5.0 ポイント上回っている。 

年代別では、「子どもがいる」は年代が高いほど割合が高くなっている。 

 

【属性別】 

N=1,154

82.4 16.1 1.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

子どもがいる（別居・独立を含む）

無回答

子どもはいない

男性
N=539

女性
N=599

20代
N=120

30代
N=200

40代
N=190

50代
N=217

60代
N=224

70歳以上
N=201

性
別

年
代
別

84.8

18.9

13.9

79.8

1.3

1.3

子どもがいる（別居・独立を含む）

無回答

子どもはいない

79.0

87.9

64.2

21.0

12.1

10.1

6.3

3.592.5

92.0

88.0

35.0

1.8

4.0

1.8

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 13 「男は仕事、女は家庭」という性別による役割分担の考え方をどう思いますか。（１つに○） 

 
 
 
 
 
 
「男は仕事、女は家庭」の考え方に、“賛成”“反対”がほぼ同率。 

前回に比べて“賛成”が高くなっている。高年代ほど“賛成”が多い。 

 
「男は仕事、女は家庭」という性別役割分担意識は、「どちらかといえば賛成」が 41.6％で最も高い

割合を占めている。「賛成」と合わせると約半数となり、“賛成”“反対”は、ほぼ均等に分かれている。 

 

下記のグラフのように前回と比較してみると、「賛成」、「どちらかといえば賛成」のいずれも前回を

上回り、合わせた“賛成”は、前回より約 10 ポイント高くなっている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
性別にみると、“反対”は女性が男性を大きく上回り、過半数を占めている。 

年代別にみると、“賛成”は年代が高いほど割合が高くなる傾向である。“賛成”と“反対”の割合は

60 代で逆転している。 

【前回との比較】 

【属性別】 

N=1,154

8.2 41.6 30.5 17.5 2.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

賛成 どちらかといえば反対
無回答

どちらかといえば賛成 反対

平成18年度
N=1,154

平成17年度
N=1.252

6.5

41.6

33.7

8.2 30.5

35.1

17.5

16.7

2.2

8.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

賛成
どちらかといえば反対 無回答どちらかといえば賛成 反対

男性
N=539

女性
N=599

20代
N=120

30代
N=200

40代
N=190

50代
N=217

60代
N=224

70歳以上
N=201

性
別

年
代
別

8.0

47.7

36.6

8.3

32.4

28.0

20.7

14.1

2.3

1.9

賛成 どちらかといえば反対
無回答

どちらかといえば賛成 反対

5.0

6.3

35.0

40.0

37.9

38.2

45.5

50.2

25.8

8.5 5.015.4

8.5

9.2

2.5

29.0

33.2

20.9

31.8

35.0

35.0

15.2

18.4

21.6

19.0

1.8

2.3

1.1

1.0

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 14 あなたのご家庭では、主にどのような役割分担となっていますか。（１つに○） 

問 15 本来は、どのような役割分担が望ましいと思いますか。（１つに○） 

 
■現状                                          ■理想 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
現状は、いわゆる性別役割分担が顕著に現れているが、 

理想は「男性女性ともに仕事、家事は男性女性で分担」が最も多い回答。 

理想は、性別、年代別による違いが明確である。 

 
家庭内の役割分担の現状は、「男性は仕事をし、女性は家事をしている」が 24.4％で最も高く、次い

で「男性女性ともに仕事をし、家事は主に女性がしている｣が 22.7％、｢男性は仕事をし、女性は家事に

支障ない範囲で仕事をしている｣が 21.0％と続き、大半が前設問のように、「男は仕事、女は家庭」とい

う現状であることがうかがえる。 

一方、本来望ましいと考える役割分担は、「男性女性ともに仕事をし、家事は男性女性で分担する」

が 41.7％で最も多くなっており、次いで「男性は仕事をし、女性は家事に支障ない範囲で仕事をする」

が 37.0％と続き、主に以上の項目に２分されているといえるが、「男性は仕事をし、女性は家事をする」

にも１割の回答がみられる。 

(N=1,154)

男性は仕事をし、女性は家事をする

男性は仕事をし、女性は家事に支障ない範囲で仕事をする

男性女性ともに仕事をし、家事は主に女性がする

男性女性ともに仕事をし、家事は主に男性がする

男性女性ともに仕事をし、家事は男性女性で分担する

男性女性ともに仕事をし、家事は家族や家政婦に任せる

女性は仕事をし、男性は家事をする

その他

分担する人がいない（現状のみ）

無回答

＊現状の場合「している」

(%) (%)

24.4

21.0

22.7

0.2

8.6

0.5

0.4

4.5

14.6

3.2

0204060

10.3

37.0

3.9

0.0

41.7

0.5

0.0

4.1

2.5

0 20 40 60
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 ■役割分担（現状） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ■役割分担（理想） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
役割分担の現状を、前回の調査と比較すると、大差がみられるのは「分担する人がいない」のみで、

他は１～２ポイントの差にとどまっている。 

一方、理想の役割分担は、「男性は仕事をし、女性は家事に支障ない範囲で仕事をする」が前回を 6.5

ポイントと大きく上回っている。 

24.4

24.4

21.0

19.2

22.7

24.2

8.6

10.5

4.5

4.7 8.5 7.3

0.2

0.2 0.6

0.5

0.4

0.4

14.6 3.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成18年度
N=1,154

平成17年度
N=1.252

男性は仕事をし、
女性は家事を
している

男性は仕事をし、
女性は家事に支障な
い範囲で仕事を
している

男性女性ともに
仕事をし、家事は
主に女性がしている

男性女性ともに
仕事をし、家事は
主に男性がしている

男性女性ともに
仕事をし、家事は
男性女性で分担
している

男性女性ともに
仕事をし、家事は
家族や家政婦に
任せている 女性は仕事をし、

男性は家事をしている

その他
無回答

分担する人がいない

【前回との比較】 

10.3

8.9

37.0

30.5

3.9

3.8

41.7

43.4

4.1

5.1 7.2

0.2

0.0 0.5

0.6

0.0

0.3

2.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成18年度
N=1,154

平成17年度
N=1.252

男性は仕事をし、
女性は家事をする

男性は仕事をし、
女性は家事に支障な
い範囲で仕事をする

男性女性ともに
仕事をし、家事は
主に女性がする

男性女性ともに
仕事をし、家事は
主に男性がする

男性女性ともに
仕事をし、家事は
男性女性で分担する

男性女性ともに
仕事をし、家事は
家族や家政婦に
任せる 女性は仕事をし、

男性は家事をする

その他
無回答
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 ■役割分担（現状） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ■役割分担（理想） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
役割分担の現状について、回答の多い３項目を役割分担意識の強い順に、属性別にみると、性別では、

「男性女性ともに仕事をし、家事は主に女性がしている」のみ、女性が男性を上回っている。 

同じく年代別では、「男性は仕事をし、女性は家事をしている」は 30 代で目立って高くなっており、

役割分担意識が弱くなるほど、年代が一段階ずつ高くなっている。「男性女性ともに仕事をし、家事は

主に女性がしている」は 50 代が最も高い。 

また、理想の役割分担については、全体で回答の集中した２項目を比較してみると、性別でみた場合、

「男性は仕事をし、女性は家事に支障ない範囲で仕事をする」は男性が女性を大きく上回っているが、

「男性女性ともに仕事をし、家事は男性女性で分担する」は逆転で女性が男性を大きく上回っている。 

同じく年代別では、「男性は仕事をし、女性は家事に支障ない範囲で仕事をする」は年代が高いほど

割合が高い傾向で、「男性女性ともに仕事をし、家事は男性女性で分担する」は前者に反比例し、年代

が上がるほど低い割合となっている。 

男性
N=539

女性
N=599

20代
N=120

30代
N=200

40代
N=190

50代
N=217

60代
N=224

70歳
以上
N=201

34.5

48.4
50.8 49.0 46.3 46.1

39.3

22.4

43.0

31.7
28.3

32.5 30.0
36.4

43.3
47.3

0

20

40

60

80

(%)
男性は仕事をし、女性は家事に支障ない範囲で仕事をする

男性女性ともに仕事をし、家事は男性女性で分担する

【属性別】 

性別役割分担意識の強さ 
強 

男性は仕事をし、女性は
家事をしている

男性は仕事をし、女性は
家事に支障ない範囲で仕
事をしている

男性女性ともに仕事を
し、家事は主に女性がし
ている

男性
N=539
女性
N=599

20代
N=120
30代
N=200
40代
N=190
50代
N=217
60代
N=224
70歳以上
N=201

性
別

年
代
別

25.2

23.9

20.0

39.5

24.2

22.6

17.4

21.9

0 20 40
(%)

24.7

17.5

12.5

15.5

31.6

23.0

22.3

17.9

0 20 40
(%)

20.2

24.7

18.3

19.5

20.5

29.5

22.3

23.4

0 20 40
(%)
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問 16 次にあげる分野で、男女の地位は平等になっていると思いますか。（各分野で１つずつ○） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
スコア：「男性優遇」＝2「どちらかといえば男性優遇」＝1「男女平等」＝0「どちらかといえば女性優遇」＝－1「女性優遇」＝－2 

※上記を回答人数に掛け、回答総数（無回答を除く）で除したもの 
 
男女の地位の格差が感じられる分野は『社会通念やしきたり』『社会全体』。 

７割前後が“男性優遇”と回答。『学校教育』における平等感は前回より高い。 

 
７つの分野について、男女の地位の平等感をみると、「男女平等」が最も高いのは『学校教育』で、

60.9％と過半数になっている。次いで『法律や制度』で高く、33.4％となっている。「どちらかといえ

ば男性優遇」を合わせて“男性優遇”の割合をみると、『社会通念やしきたり』、『社会全体』で７割前

後の回答がみられる。 

 

平等感について、上記のように算出し

たスコアをみると、マイナスの分野はみ

られず、平等の割合が高い『学校教育』

で 0.07 と限りなく平等スコアに近いが、

他はすべて男性優遇を意味する方向にス

コアが位置している。特に『社会通念や

しきたり』は 1.05 と男性優遇感が強い。 

 
 
 
 
 
 
 

(N=1,154)

家庭生活 0.65

職場 0.90

学校教育 0.07

社会通念やしきたり 1.05

法律や制度 0.58

政治の場 1.00

社会全体 0.91

スコア-1.5 -0.5 0.5 1.5

男性優遇 女性優遇 

(N=1,154)

家庭生活

職場

学校教育

社会通念やしきたり

法律や制度

政治の場

社会全体

47.9

38.0

8.4

45.9

34.8

39.9

54.0

20.0

33.4

21.1

16.4

5.4

2.9

2.8

1.5

4.0

0.8

2.6

18.7

8.8

11.6

9.2

6.9

3.9

6.8

6.7

5.8

5.5

5.1

4.6

9.9

15.1

23.7

9.6

23.1

1.1

21.5

14.4

60.9

25.0

0.4

1.1

1.4

0.4

1.9

0.3

1.2

9.5

6.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性優遇

どちらかといえば男性優遇 男女平等

どちらかといえば
女性優遇 わからない

無回答

女性優遇

平等 
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前回と「男女平等」の回答について比較してみると、いずれもほとんど差はないが、わずかに今回の

回答率が高い分野が多い。中でも、「男女平等」の回答が多い『学校教育』は、3.2 ポイントと他に比べ

て差が大きくなっている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
『社会全体』の平等感について性別にみると、女性は「男性優遇」、「どちらかといえば男性優遇」の

いずれも男性より高くなっており、特に「男性優遇」については 11.8 ポイント上回り、２割を占めて

いる。一方「男女平等」への回答は、男性が２割で女性は１割となっている。 

年代別にみると、「男性優遇」は年代が高いほど割合が低くなる傾向であるが、「どちらかといえば男

性優遇」を合わせてみると、40 代まで増加しており、それ以降減少している。 

 

 

【前回との比較】 

家
庭
生
活

職
場

学
校
教
育

社
会
通
念
や

し
き
た
り

法
律
や
制
度

政
治
の
場

社
会
全
体

25.3
19.0

57.7

13.4

33.4

19.6
15.1

25.0
20.0

60.9

14.4

33.4

21.1
16.4

0

20

40

60

80
（％）

平成17年度
（N=1,252）

平成18年度
（N=1,154）

【属性別〈社会全体〉】 

男性
N=539

女性
N=599

20代
N=120

30代
N=200

40代
N=190

50代
N=217

60代
N=224

70歳以上
N=201

性
別

年
代
別

20.7

53.2

54.9

7.4

6.5

4.3

4.8

8.9 21.3

11.7

4.3

1.0

0.6

0.3

男性優遇

男女平等
無回答

どちらかといえば男性優遇

どちらかといえば
女性優遇

女性優遇

わからない

19.0

18.4

50.0

58.5

62.6

59.4

56.3

35.3

10.8

5.0

3.2

6.5

7.1

10.4 17.410.0

8.0

17.1

21.7

23.7

12.1

23.9

11.1

12.5

13.3 2.5

2.5

1.3

2.8

2.1

4.5

0.0

0.5

0.5

0.5

0.8

0.5

3.6

2.8

1.1

0.0

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 17 「女性の生き方」として、あなたの理想に最も近いものはどれですか。（１つに○） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
『女性の生き方』の理想は、主に２項目。 

「結婚して子どもを持つが退職し、子育て後に再び仕事を持つ」が過半数を占める。 

 
『女性の生き方』としての理想は、「結婚して子どもを持つが退職し、子育て後に再び仕事を持つ」

が最も高い割合で、過半数を占めている。次いで「結婚して子どもを持つが、仕事も持ち続ける」が 26.3％

で約４人に１人の割合となっている。 

 
主な回答といえる２項目に注目し

て、性別にみると、「結婚して子ども

を持つが、仕事も持ち続ける」は、

女性が男性を５ポイント近く上回っ

ている。反対に「結婚して子どもを

持つが退職し、子育て後に再び仕事

を持つ」は男性がわずかに高い。 

また、同様に年代別にみると、２

項目は反比例の形となり、年代の低

い方が「結婚して子どもを持つが、

仕事も持ち続ける」が高く、40 代、

50 代の中高年代になると「結婚して

子どもを持つが退職し、子育て後に

再び仕事を持つ」が高く、グラフで

は 50 代を中心に山を描く形になっ

ている。 

(N=1,154)

結婚するが、子どもは持たず、仕事を持ち続ける

結婚して子どもを持つが、仕事も持ち続ける

結婚して子どもを持つが退職し、子育て後に再び仕事を持つ

結婚して子どもを持つが退職し、その後は仕事を持たない

結婚を期に退職し、その後は子どもを持たず、仕事も持たない

結婚して子どもを持つが、結婚前も結婚後も仕事を持たない

結婚するが子どもは持たず、結婚前も結婚後も仕事を持たない

結婚せず子どもを持たず、仕事を持ち続ける

結婚はしないが子どもを持ち、仕事を持ち続ける

その他

無回答

(%)

0.3

26.3

54.3

6.9

0.6

1.3

0.0

0.8

0.8

2.4

6.2

0 20 40 60

【属性別】 

男性
N=539

女性
N=599

20代
N=120

30代
N=200

40代
N=190

50代
N=217

60代
N=224

70歳
以上
N=201

55.3
53.4

50.0 50.5

58.4
61.3

57.6

46.3

23.9
28.4 30.8 31.0

27.4
23.5 23.2 24.4

0

20

40

60

80

(%)
結婚して子どもを持つが、仕事も持ち続ける

結婚して子どもを持つが退職し、子育て後に再び仕事を持つ
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問 18 男女共同参画社会の実現に向けて、今後、行政が特に力を入れるべきことは、次のうちどれだと

思いますか。（３つまで○） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
男女共同参画社会の実現に対する要望は、支援や施策の充実など、具体策は女性が高く、 

男性は、男女共同参画意識の啓発で女性より高い割合。 

 
男女共同参画社会の実現に向け

て、行政が力を入れるべき項目は、

「働く人達のための保育サービス

の支援」が 49.0％で最も多く、次

いで「高齢者や病人の介護制度や施

策の充実」が 45.3％、「働きたい女

性のための就業援助の充実」が

41.2％の順で、以上３項目で４割を

超えている。 

 

前回と比較すると、上位３項目は

同様であるが順位が入れ替わり、前

回は「高齢者や病人の介護制度や施

策の充実」が 49.6％で最も多くな

っている。割合としては 4.3 ポイン

ト前回が高い。一方「職場における

男女の均等な雇用機会と待遇確保

の啓発」は、今回が 5.2 ポイント上

回っており、差が目立つ項目である。 

【前回との比較】 

働く人達のための保育サービスの支援

高齢者や病人の介護制度や施策の充実

働きたい女性のための就業援助の充実

職場における男女の均等な雇用機会と
待遇確保の啓発

男性の家事・育児・介護への参画の促進

男女平等意識を育てるための学校教育の
推進

男女平等意識を高める啓発活動の推進

男女共同参画に関する学習機会の提供

審議会等への女性委員登用の拡大

各国の女性との交流や情報提供など、
国際交流の推進

その他

無回答

(%)

49.0

45.3

41.2

33.3

23.9

19.0

17.6

8.8

7.4

3.9

2.1

3.8

49.0

49.6

42.7

28.1

23.8

17.3

15.6

7.7

7.8

0.0

1.8

5.9

0 20 40 60

平成18年度
N=1,154

平成17年度
N=1,252

(N=1,154)

働く人達のための保育サービスの支援

高齢者や病人の介護制度や施策の充実

働きたい女性のための就業援助の充実

職場における男女の均等な雇用機会と待遇確保の啓発

男性の家事・育児・介護への参画の促進

男女平等意識を育てるための学校教育の推進

男女平等意識を高める啓発活動の推進

男女共同参画に関する学習機会の提供

審議会等への女性委員登用の拡大

各国の女性との交流や情報提供など、国際交流の推進

その他

無回答

(%)

49.0

45.3

41.2

33.3

23.9

19.0

17.6

8.8

7.4

3.9

2.1

3.8

0 20 40 60
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【属性別】 働く人達のための
保育サービスの支援

高齢者や病人の
介護制度や施策

の充実

働きたい女性のための
就業援助の充実

職場における男女の
均等な雇用機会と
待遇確保の啓発

男性
N=539
女性
N=599

20代
N=120
30代
N=200
40代
N=190
50代
N=217
60代
N=224
70歳以上
N=201

性
別

年
代
別

47.9

50.1

70.8

66.5

47.9

49.8

35.7

33.8

0 50 100
(%)

40.4

49.7

29.2

30.5

43.2

54.4

52.2

54.2

0 50 100
(%)

37.8

44.4

52.5

51.5

45.3

41.5

33.9

28.9

0 50 100
(%)

34.5

32.1

37.5

34.5

32.1

39.6

31.3

25.9

0 50 100
(%)

男性の家事・育児・
介護への参画の促進

男女平等意識を育てる
ための学校教育の推進

男女平等意識を高める
啓発活動の推進

男女共同参画に関する
学習機会の提供

男性
N=539
女性
N=599

20代
N=120
30代
N=200
40代
N=190
50代
N=217
60代
N=224
70歳以上
N=201

性
別

年
代
別

20.2

27.0

39.2

30.0

25.8

22.6

20.1

12.9

0 50 100
(%)

23.7

14.9

13.3

13.0

17.9

22.6

22.8

21.4

0 50 100
(%)

21.5

13.5

10.0

9.0

17.9

16.6

28.1

19.9

0 50 100
(%)

9.8

7.8

4.2

4.0

6.8

6.5

15.2

13.4

0 50 100
(%)

審議会等への
女性委員登用の拡大

各国の女性との交流や
情報提供など、国際

交流の推進

男性
N=539
女性
N=599

20代
N=120
30代
N=200
40代
N=190
50代
N=217
60代
N=224
70歳以上
N=201

性
別

年
代
別

7.6

7.2

9.2

5.0

7.9

5.5

8.9

8.5

0 50 100
(%)

3.7

4.2

5.8

4.0

3.7

1.8

4.5

4.5

0 50 100
(%)



 

51 

平
成
18
年
度 

裾
野
市
市
民
意
識
調
査 

性別にみると、多くの項目は女性が男性を上回っているが、男性は学校や職場、また社会全体として、

男女共同参画意識の啓発についての項目で女性を上回っている。 

年代別にみると、育児、就労に関する項目は年代が低い方が高く、年代が上がるにつれて割合が低く

なる傾向がみられる。「高齢者や病人の介護制度や施策の充実」は年代が高い方で割合が高くなってお

り、50 代以上はいずれも過半数の回答で、それぞれの年代ごとで１位の項目となっている。 

 
 
 
問 19 国際交流を活発にしていくため、今後、行政が特に力を入れるべきことは、次のうちどれだと

思いますか。（３つまで○） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
国際交流の活発化に向けて「文化、スポーツの交流」が最も多く求められている。 

男性は交流事業で女性より高く、女性は交流のための準備で男性より高い。 

 
国際交流を活発にするために行政が力を入れるべきことは、「文化、スポーツの交流」が 46.5％で最

も多く、次いで「留学生、研修生などの受け入れ」が 31.5％、「児童・生徒や青少年などの海外派遣」

が 28.9％、「日本の社会、経済、文化などを外国に紹介する機会の充実」が 20.4％、「市民レベルの国

際交流のための施設の充実」が 20.3％の順となっている。 

 

次頁のグラフのように性別にみると、上位となっている項目は、６ポイント前後、男性が上回る傾向

がみられる。内容としては交流事業で男性の割合が高く、女性はその準備段階の充実で男性を上回って

いる。 

年代別にみると、70 歳以上は回答が少ない傾向にある中、「日本の社会、経済、文化などを外国に紹

介する機会の充実」は 60 代と並んで、多くなっている。 

(N=1,154)

文化、スポーツの交流

留学生、研修生などの受け入れ

児童・生徒や青少年などの海外派遣

日本の社会、経済、文化などを外国に紹介する機会の充実

市民レベルの国際交流のための施設の充実

姉妹・友好都市交流の拡充

公民館などで行う語学教育の充実

各種講座や講演会など外国を理解する機会の充実

外国との交流を目的とする市民団体の育成

善意通訳などのボランティア活動

見本市の開催、経済視察団の派遣などの経済交流

その他

無回答

(%)

46.5

31.5

28.9

20.4

20.3

19.8

19.0

16.2

14.3

8.3

4.9

2.9

5.7

0 20 40 60
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【属性別】 文化、スポーツの
交流

留学生、研修生
などの受け入れ

児童・生徒や青少年
などの海外派遣

日本の社会、経済、
文化などを外国に

紹介する機会の充実

男性
N=539
女性
N=599

20代
N=120
30代
N=200
40代
N=190
50代
N=217
60代
N=224
70歳以上
N=201

性
別

年
代
別

49.9

43.9

51.7

49.0

53.2

45.6

39.7

43.3

0 50 100
(%)

34.9

28.5

40.8

34.0

32.6

38.7

30.8

15.9

0 50 100
(%)

31.0

27.4

27.5

32.0

36.3

27.2

28.1

22.9

0 50 100
(%)

23.4

17.4

12.5

12.0

15.8

18.9

29.5

29.4

0 50 100
(%)

市民レベルの
国際交流のための

施設の充実

姉妹・友好都市交流
の拡充

公民館などで行う
語学教育の充実

各種講座や講演会
など外国を理解する

機会の充実

男性
N=539
女性
N=599

20代
N=120
30代
N=200
40代
N=190
50代
N=217
60代
N=224
70歳以上
N=201

性
別

年
代
別

19.5

21.2

14.2

22.0

21.1

18.4

24.6

18.4

0 50 100
(%)

21.3

18.7

19.2

20.5

20.0

22.1

17.9

19.4

0 50 100
(%)

14.5

23.2

19.2

28.0

17.4

16.6

21.0

11.9

0 50 100
(%)

12.4

19.5

16.7

12.5

17.9

18.9

18.8

12.4

0 50 100
(%)

外国との交流を
目的とする市民団体

の育成

善意通訳などの
ボランティア活動

見本市の開催、
経済視察団の派遣
などの経済交流

男性
N=539
女性
N=599

20代
N=120
30代
N=200
40代
N=190
50代
N=217
60代
N=224
70歳以上
N=201

性
別

年
代
別

16.0

12.9

11.7

8.0

12.6

17.1

20.1

14.4

0 50 100
(%)

7.8

8.8

8.3

6.5

6.8

9.7

11.2

7.0

0 50 100
(%)

6.1

3.8

5.0

1.5

4.7

6.5

6.3

5.0

0 50 100
(%)


